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1. 2022年3月期第2四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第2四半期 37,068 21.7 3,998 104.1 4,439 93.3 2,917 82.3

2021年3月期第2四半期 30,459 △18.1 1,959 △55.5 2,296 △47.0 1,600 △47.8

（注）包括利益 2022年3月期第2四半期　　4,079百万円 （94.7％） 2021年3月期第2四半期　　2,095百万円 （△26.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第2四半期 100.25 ―

2021年3月期第2四半期 55.03 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第2四半期 112,356 81,551 72.6

2021年3月期 108,063 78,264 72.4

（参考）自己資本 2022年3月期第2四半期 81,551百万円 2021年3月期 78,264百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 27.00 ― 30.00 57.00

2022年3月期 ― 33.00

2022年3月期（予想） ― 33.00 66.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 70,000 7.9 7,300 46.9 7,300 26.8 5,300 30.3 182.96

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細については、添付資料Ｐ．８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記 （３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成

　　　に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細については、添付資料Ｐ．８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記 （３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧くだ

　　　さい。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期2Q 32,604,198 株 2021年3月期 32,604,198 株

② 期末自己株式数 2022年3月期2Q 3,483,253 株 2021年3月期 3,527,373 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期2Q 29,098,842 株 2021年3月期2Q 29,077,054 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想などの将来予測情報に関

する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間においては、世界経済は新型コロナウイルス感染拡大防止に向けたワクチン接種の進

展に伴い、先進国を中心に停滞していた社会経済活動や生産活動に回復が見られました。一方、これら活動の回復

下、需要と供給の不均衡が生じたことによる半導体の不足や、原材料価格、物流費等の高騰が続いており、先行き

については、依然として不透明で予断を許せない状況が続いております。

このような環境のなか、当社グループは引き続き感染拡大防止対策を講じつつ、2021年４月よりスタートし

た‘21中期経営計画の達成に向け、環境の変化にぶれない強い企業を目指し、より一層の経営の効率化とコスト削

減に取り組み財務体質の強化を図っております。

その結果、当第２四半期連結累計期間の当社グループの業績は、売上高37,068百万円（前年同期比21.7％増）、

営業利益3,998百万円（前年同期比104.1％増）、経常利益4,439百万円（前年同期比93.3％増）、親会社株主に帰

属する四半期純利益は2,917百万円（前年同期比82.3％増）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

〔国内ベルト事業〕

国内ベルト事業においては、前年同期と比較して主要顧客の経済活動が回復傾向にあることから、いずれの業界

においても需要が回復いたしました。

自動車用ベルトは、半導体不足による顧客の生産調整があったものの、生産回復に伴い、組み込みライン用の売

上高が増加するとともに、補修市場向けも増加しました。

一般産業用ベルトは、射出成形機や工作機械、ロボット業界向けの販売が好調に推移するとともに、農業機械向

けも政府補助金の効果により売上高が増加しました。

搬送ベルトは食品業界や物流業界の回復に伴い、同市場向けの売上高が増加しました。合成樹脂素材の売上高も

前年同期と比較して増加しました。

その結果、当事業の売上高は13,918百万円（前年同期比17.2％増）、営業利益は3,787百万円（前年同期比

85.9％増）となりました。

〔海外ベルト事業〕

海外ベルト事業においても、新型コロナウイルスの影響が大きかった前年同期と比較して、アジアや欧米のいず

れの地域においても売上高が大きく回復いたしました。

自動車用ベルトは、米国ではスノーモービルや多用途四輪車向けの需要が大幅に回復し、東南アジア・中国にお

いても二輪車用の売上高が増加しました。また、四輪車用については半導体不足の影響はあったものの、前年同期

を上回る結果となりました。

一般産業用ベルトは、アジアや欧州において補修市場の拡販により、売上高が増加しました。また、ＯＡ機器用

ベルトについてもユーザの生産回復に伴って、売上高が増加しました。

その結果、当事業の売上高は17,931百万円（前年同期比33.9％増）、営業利益は1,871百万円（前年同期比

70.0％増）となりました。

〔建設資材事業〕

建築部門は改修工事物件が回復傾向にあることから、売上高は前年同期を上回りました。一方、土木部門では廃

棄物処分場などの工事物件の減少や、物件の規模縮小の影響を受け、売上高が減少したことから、全体では前年同

期と比較して減少しました。

その結果、当事業の売上高は2,683百万円（前年同期比5.3％減）、営業利益は99百万円（前年同期比38.2％減）

となりました。

〔その他〕

その他には、エンジニアリング ストラクチュラル フォーム、金属ナノ粒子を応用した新製品、仕入商品等が含

まれております。

その他の売上高は2,534百万円（前年同期比7.3％増）、営業利益は92百万円（前年同期比634.6%増）となりまし

た。
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（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末は、流動資産が1,226百万円、固定資産が3,066百万円それぞれ増加したことから、

総資産は前連結会計年度末比4,293百万円増加の112,356百万円となりました。

負債は、流動負債が943百万円、固定負債が62百万円それぞれ増加したことから、前連結会計年度末比1,005百万

円増加の30,804百万円となりました。

純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上等により利益剰余金が2,044百万円、その他の包括利益累

計額が1,162百万円それぞれ増加した結果、前連結会計年度末比3,287百万円増加の81,551百万円となりました。

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末の72.4％から72.6％に上昇しました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

半導体供給の懸念、原材料価格と物流費の高騰、新型コロナ感染の影響など先行きについては、依然として不透

明な状況が続くことが見込まれることから、2022年３月期通期の連結業績予想については、2021年５月14日に公表

いたしました内容からの変更は行っておりません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 33,771 34,144

受取手形及び売掛金 15,938 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 16,062

商品及び製品 12,944 13,382

仕掛品 2,014 1,869

原材料及び貯蔵品 3,364 3,704

その他 825 909

貸倒引当金 △107 △95

流動資産合計 68,751 69,977

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,375 6,300

機械装置及び運搬具（純額） 8,611 8,570

工具、器具及び備品（純額） 2,159 2,039

土地 3,943 3,932

リース資産（純額） 1,318 1,350

建設仮勘定 1,103 2,687

有形固定資産合計 23,511 24,882

無形固定資産 1,149 1,022

投資その他の資産

投資有価証券 13,245 15,061

その他 1,423 1,430

貸倒引当金 △18 △18

投資その他の資産合計 14,650 16,473

固定資産合計 39,312 42,378

資産合計 108,063 112,356

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,716 8,593

短期借入金 3,225 3,225

未払法人税等 681 1,192

賞与引当金 886 969

その他 6,148 6,620

流動負債合計 19,658 20,601

固定負債

長期借入金 1,800 1,350

退職給付に係る負債 1,999 2,115

役員退職慰労引当金 26 12

その他 6,315 6,725

固定負債合計 10,141 10,203

負債合計 29,799 30,804

純資産の部

株主資本

資本金 8,150 8,150

資本剰余金 2,111 2,119

利益剰余金 65,768 67,812

自己株式 △5,788 △5,716

株主資本合計 70,241 72,366

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7,983 9,264

為替換算調整勘定 247 37

退職給付に係る調整累計額 △207 △116

その他の包括利益累計額合計 8,023 9,185

純資産合計 78,264 81,551

負債純資産合計 108,063 112,356
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

売上高 30,459 37,068

売上原価 21,859 25,150

売上総利益 8,599 11,918

販売費及び一般管理費 6,639 7,919

営業利益 1,959 3,998

営業外収益

受取利息 48 44

受取配当金 199 198

為替差益 － 191

その他 286 152

営業外収益合計 534 587

営業外費用

支払利息 23 21

為替差損 25 －

固定資産除却損 70 54

その他 78 70

営業外費用合計 197 146

経常利益 2,296 4,439

税金等調整前四半期純利益 2,296 4,439

法人税等 696 1,522

四半期純利益 1,600 2,917

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,600 2,917

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

四半期純利益 1,600 2,917

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 627 1,280

為替換算調整勘定 △148 △210

退職給付に係る調整額 16 91

その他の包括利益合計 495 1,162

四半期包括利益 2,095 4,079

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,095 4,079

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

- 7 -

三ツ星ベルト㈱（5192）2022年３月期 第２四半期決算短信　　



（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号  2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これによ

り、当社は、完成工事高及び完成工事原価の計上基準として、進捗部分について成果の確実性が認められる工事

については工事進行基準を、その他の工事については工事完成基準を適用しておりましたが、第１四半期連結会

計期間より、履行義務が一定の期間にわたり充足される工事については、履行義務の充足に係る進捗度に基づき

一定の期間にわたり収益を認識する方法に変更しております。なお、期間がごく短い工事については、完全に履

行義務を充足した時点で収益を認識しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

なお、これによる四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示す

ることといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度

について新たな表示方法により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。

なお、これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他

（注１）
合計

調整額
（注２）

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注３）

国内
ベルト

海外
ベルト

建設資材 計

売上高

外部顧客への売上高 11,875 13,388 2,832 28,096 2,362 30,459 － 30,459

セグメント間の内部売上高

又は振替高
3,035 934 9 3,979 521 4,501 △4,501 －

計 14,910 14,322 2,842 32,076 2,884 34,960 △4,501 30,459

セグメント利益 2,037 1,101 160 3,298 12 3,311 △1,351 1,959

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注３）

国内
ベルト

海外
ベルト

建設資材 計

売上高

外部顧客への売上高 13,918 17,931 2,683 34,533 2,534 37,068 － 37,068

セグメント間の内部売上高

又は振替高
5,514 907 3 6,425 570 6,996 △6,996 －

計 19,433 18,839 2,686 40,959 3,105 44,065 △6,996 37,068

セグメント利益 3,787 1,871 99 5,757 92 5,849 △1,851 3,998

（セグメント情報）

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間（自  2020年４月１日  至  2020年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１  「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、設備機械、他社仕入商品、エン

ジニアリング ストラクチュラル フォーム、サービス事業等を含んでおります。

２  セグメント利益の調整額△1,351百万円には、セグメント間取引消去319百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△1,671百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費であります。

３  セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間（自  2021年４月１日  至  2021年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１  「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、設備機械、他社仕入商品、エン

ジニアリング ストラクチュラル フォーム、サービス事業等を含んでおります。

２  セグメント利益の調整額△1,851百万円には、セグメント間取引消去△99百万円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△1,751百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一

般管理費であります。

３  セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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